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AWS で構築するWeb システムアーキテクチャ⼊⾨
- Web 3層アーキテクチャを具体例としてご紹介 -

原⽥ 和則
アマゾン ウェブ サービス ジャパン
技術統括本部 ソリューションアーキテクト

Twitterハッシュタグ #AWSInnovate
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本セッションについて
セッションの対象者
• AWS をこれから触る⽅、触り始めたばかりの⽅
• AWS での Web システム設計について悩んでいる⽅

セッションのゴール
• AWS 上で Web システムを構築する際の考え⽅についてご理解いただく
• Web 3層アーキテクチャを具体例に、クラウド設計のベストプラクティスに沿った

構成パターンをご理解いただく

【ご連絡事項】
本セッション内容について確認するためのクイズおよび簡単なアンケートがセッションの最後にあります。
なおクイズの解答はアンケートとあわせて表⽰されます



© 2020, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

(参考) 本セッションで登場する AWS サービス/機能⼀覧
• Amazon Virtual Private Cloud (Amazon VPC)
• Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2)
• Amazon Relational Database Service (Amazon RDS)
• Amazon Machine Image (AMI)
• Amazon Simple Storage Service (Amazon S3)
• Amazon CloudFront
• Amazon ElastiCache
• Amazon GuardDuty
• AWS CloudTrail
• AWS Well-Architected Tool
• Elastic Load Balancing (ELB)
• NAT Gateway
• Elastic IP address (EIP)
• Auto Scaling

(詳細はこちら)
AWS クラウドサービス活⽤資料集→サービス別資料
https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
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アジェンダ

イントロダクション

課題１︓ システム構成がベストプラクティスに沿っているかわからない

課題２︓改善したい項⽬が多くあるが、どれから優先的に⼿を付けていいかわからない

まとめ

クイズ
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AWS 個別相談会
• 個社向けの相談会

• ⼟⽇祝⽇を除く毎週⽉曜から⾦曜
の10時から17時の間で実施

• AWS上でのシステム構築に関する
さまざまな相談が可能

• 相談会参加は無料

• リモート電話会議も可
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よくいただく相談内容 例
特定の機能、サービスや要件に対する相談・課題
• データ分析基盤のリプレース、パフォーマンス改善
• オンプレミス環境のファイルサーバの移⾏ など

特定の機能、サービスや要件によらない相談・課題
• 検討している / 既に稼働している構成がベストプラクティスに沿っているか分からない
• 改善したい項⽬が多くあるが、どれから優先的に⼿を付けていいか分からない
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体験︕AWS 個別相談会
あなたは AWS のソリューションアーキテクトです。

新規 Web サービスを検討しているお客様から
構成に関する相談をいただきました。

そのお客様はAWS 上でのシステム構築は初めてで、
普段はオンプレミス環境でのシステム構築を⾏っているそうです。

その際は、物理サーバ１台上に、いわゆるLAMP(Web3層)アーキテクチャ
で構築することが多いそうです。
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いただいた構成図に対して何をアドバイスされますか︖
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アドバイスを取り⼊れた構成例
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そのアドバイスは何をもとにされましたか︖

• AWSが提供しているフレームワーク・ホワイトペーパー
• AWS Well-Architected フレームワーク
• Architecting for the Cloud (ホワイトペーパー)

課題１︓
検討している / 既に稼働している構成が
ベストプラクティスに沿っているか分からない
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AWS Well-Architected フレームワーク

設計原則、質問と回答形式のベストプラクティス集
コストの
最適化

セキュリティ 信頼性
パフォーマンス

効率

運⽤の
優秀性

「AWS Well-Architected Tool」として
マネジメントコンソールから無料で利⽤可能
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AWS�Well-Architected�Tool
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Architecting for the Cloud

クラウド設計のベストプラクティスホワイトペーパー

https://d1.awsstatic.com/whitepapers/AWS_Cloud_Best_Practices.pdf

https://d1.awsstatic.com/whitepapers/AWS_Cloud_Best_Practices.pdf
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クラウド設計の “11" のベストプラクティス

1. スケーラビリティを確保する

2. 環境を⾃動化する

3. 使い捨て可能なリソースを
使⽤する

4. コンポーネントを疎結合にする

5. サーバーではなくサービスで
設計する

6. 適切なデータベースソリューション
を選択する

7. 単⼀障害点を排除する

8. コストを最適化する

9. キャッシュを使⽤する

10.すべてのレイヤーでセキュリティを
確保する

11.増加するデータの管理



© 2020, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

(参考) ベストプラクティスごとのアーキテクチャ例

• AWS Summit Tokyo 2019
• Architecting for the Cloud 2019 - クラウドにおけるアーキテクチャの設計原則
• PDF: https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/B2-08.pdf
• 動画: https://www.youtube.com/watch?v=FbnneJ17TA0

• AWS Summit Tokyo 2017
• Architecting for the Cloud - クラウドにおけるアーキテクチャの設計原則
• PDF: https://d0.awsstatic.com/events/jp/2017/summit/slide/D3T2-3.pdf
• 動画: https://www.youtube.com/watch?v=h8LGMZOzEV8

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/B2-08.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=FbnneJ17TA0
https://d0.awsstatic.com/events/jp/2017/summit/slide/D3T2-3.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=h8LGMZOzEV8
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クラウド設計の考え⽅ 1
検討している / 既に稼働している構成が
ベストプラクティスに沿っているか分からない

AWS Well-Architected フレームワーク
Architecting for the Cloud (ホワイトペーパー)

ベストプラクティスそのものを知る、現状を知る

課題 2︓
改善したい(ベストプラクティスに沿っていない)項⽬が多くあるが
どれから優先的に⼿を付けていいか分からない
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構成パターン1 : ベストプラクティスに沿った構成例

CloudFront S3

ElastiCache
(Redis/Master)

ElastiCache
(Redis/Slave)

インターネット
ゲートウェイ

静的コンテンツ
リクエスト

動的コンテンツ
リクエスト

Web
App

EC2

NAT 
ゲートウェイ

NAT 
ゲートウェイ

AMI

Auto Scaling

ユーザトラフィック

RDB  トラフィック

ユーザセッション系
トラフィック

RDS
(Master)



© 2020, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

クラウド設計の “11” のベストプラクティス (再掲)

1. スケーラビリティを確保する

2. 環境を⾃動化する

3. 使い捨て可能なリソースを
使⽤する

4. コンポーネントを疎結合にする

5. サーバーではなくサービスで
設計する

6. 適切なデータベースソリューション
を選択する

7. 単⼀障害点を排除する

8. コストを最適化する

9. キャッシュを使⽤する

10.すべてのレイヤーでセキュリティを
確保する

11.増加するデータの管理
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ベストプラクティスとのマッピング例 (1/3)
静的コンテンツを Amazon S3 に保存し、Amazon CloudFront から配信
• キャッシュを利⽤する
• サーバではなく、サービスで設計する

ユーザアクセス(動的リクエスト)を ELB に集約。EC2インスタンス
へ直接アクセスさせない
• コンポーネントを疎結合にする

最新のアプリケーションデプロイ済み AMI を作成
• 使い捨て可能なリソースを使⽤する

ELB に複数のEC2インスタンスを登録
• スケーラビリティを確保する
• 単⼀障害点を排除する
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ベストプラクティスとのマッピング例 (2/3)
AMI を元にした Auto Scaling を実装
• 環境を⾃動化する
• コストを最適化する

セッションストレージとして Amazon ElastiCache を利⽤
• 適切なデータベースソリューションを選択する

RDB として Amazon RDSを利⽤ / NAT Gatewayを利⽤
• サーバではなく、サービスで設計する

すべてのコンポーネントをマルチAZに配置
• 単⼀障害点を排除する
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ベストプラクティスとのマッピング例 (3/3)

パブリックサブネット / プライベートサブネットの使い分け
セキュリティグループの厳密化

- 例1:  Amazon RDSへアクセスできるのは、Web/App⽤ EC2インスタンスのみ
- 例2:  Web/App⽤へアクセスできるのは ELB のみ

IAM ユーザ/グループの設定
- 必要最⼩限の権限設定

AWS CloudTrail, Amazon GuardDuty の有効化

• すべてのレイヤーでセキュリティを確保する



© 2020, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

少しずつベストプラクティスに近づけていく
⼀⽇の負荷変動はそれほど⼤きくない
• 変動⾃体はあるがEC2インスタンスを増やすほどではない
• 今の時点ではAuto Scalingは導⼊しない

アプリの改修に時間がかかる
• CloudFront + S3 で静的コンテンツを配信する仕組みになっていない
• まずはCloudFront のみ利⽤

• セッション管理で外部ストレージを利⽤できる仕組みになっていない
• まずはELBのスティッキーセッション + セッション情報の腹持ち
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構成パターン2 : トレードオフを考慮した構成



© 2020, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

クラウド設計の考え⽅ 2

改善したい(ベストプラクティスに沿っていない)項⽬が
多くあるが、どれから優先的に⼿を付けていいか分からない

ベストプラクティスに沿っていないことがビジネス上の課題かどうか
ベストプラクティスに

今の時点で本当にすべきことにフォーカス
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少しずつベストプラクティスに近づけていく
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クイズ
新規 Web サービスのアーキテクチャ設計を⾏っています。

知⼈に構成を相談したところ、
「ベストプラクティスに沿うように設定すべきだよ。まず ELB を置いて、EC2インス
タンスは Auto Scaling させて複数台以上置いて…..」とアドバイスを受けました。

⾔われてみると確かにそうなのですが、なぜかしっくり来ません。

それはなぜだと思いますか︖
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お役⽴ちリンク集
• Architecting for the Cloud 2019 - クラウドにおけるアーキテクチャの設計原則

• PDF: https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/B2-08.pdf

• 動画: https://www.youtube.com/watch?v=FbnneJ17TA0

• Architecting for the Cloud -クラウドにおけるアーキテクチャの設計原則 (2017)
• PDF: https://d0.awsstatic.com/events/jp/2017/summit/slide/D3T2-3.pdf

• 動画: https://www.youtube.com/watch?v=h8LGMZOzEV8

• AWS Well-Architected Framework (AWS Black Belt Online Seminar)
• https://www.slideshare.net/AmazonWebServicesJapan/aws-black-belt-online-seminar-2018-aws-wellarchitected-framework

• Architecting for the Cloud (ホワイトペーパー)
• https://d1.awsstatic.com/whitepapers/AWS_Cloud_Best_Practices.pdf

• AWS クラウドサービス活⽤資料集
• サービス別資料: https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• ハンズオン資料: https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-hands-on/

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/B2-08.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=FbnneJ17TA0
https://d0.awsstatic.com/events/jp/2017/summit/slide/D3T2-3.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=h8LGMZOzEV8
https://www.slideshare.net/AmazonWebServicesJapan/aws-black-belt-online-seminar-2018-aws-wellarchitected-framework
https://d1.awsstatic.com/whitepapers/AWS_Cloud_Best_Practices.pdf
https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-hands-on/


Thank you!
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